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Damages　to　Residential　Areas　and 　Lifeline　Facilities　in　the　1994　Hokkaido −Toho −Oki　Earthquake

武 田 　 覚 （た けだ さ と る）

北 海道 開 発 コ ン サ ル タン ト  地 質部 　次 長

和 泉 孝 夫 （い ず み た か お ）

北 海 道開発 コ ン サ ル タ ン ト  地 質部　参事

坂 本 　 容 （さか も と よ う）

　 　 　 北 海 道電 力  土 木部 　主 査

1．ま え が き

　平成 6 年 10月 4 日根 室市の 東180km 沖 に 発 生 した 北

海道東方沖地 震 の 余震 が 続 く 5 〜10H に か けて 釧路
・
根

室支 庁管 内の 地 震被害調査 を と り急 ぎ行 っ た が，道 路 は

至 る と こ ろ で 寸 断 し，立 ち 寄 っ た 食堂 も断水，停電 の た

め 営業停止状態 に あり， 住民 は 焦燥 の 中で 復 旧作業 を こ

な して い た 。

　調査 は 効率 の 悪 い もの で あ っ た が ，道路崩壊 ・家屋倒

壊 等 を 間近 に 目 に し，地 震 の 破 壊 力 の 凄 ま じさ を改め て

認識 した 。

　本報告 で は ， 地震被害の うち住 宅 地 の 地 盤 変状 上 下

水道，ガ ス，電力施設，通信施設などの ライフ ライ ン の

被害状況 を主 に 地形 ， 地盤 と関連付け て報告す る。

　 少 人 数 に よ る短 期 間 の 調 査 で は 到底被害の 全貌 を把握

で きなか っ た が
， 根室市 ・別海 町 を は じめ とする各自治

体
・各関連機関D か ら提供 を受 け た 資料，住民 の 話，地

元紙記事等を参考 に 取 りま とめ て い る。

2．北海道東部の 地形 ・地質 と地震被害

　2．1 北 海道東部の 地 形 ・地 質

　地 震 に よる被害 は，地 形
・地 質 と密接な関係が あ る。

北海道東部 の 地盤 は 図
一12）に 示す ように 三 つ の ブ ロ ッ

クに 大別 され る。

　  ブ ロ ッ ク〜第四紀更新世 の 釧路層群等を被覆す る阿

　　寒 ， 屈斜 路 両 火 山 砕 屑流 の 鶴居丘 陵 と泥炭地 か

　　 らな る 釧路湿原 の 地域。

　  ブ ロ ッ ク〜根室段 丘 の うち更新世 の 粘 土，砂，

　　礫 を被覆す る 屈斜路 摩周両火山か らの 降下火

　　 山灰 が 厚 く堆積す る 地 域。

　  ブ ロ ッ ク〜
根室段 丘 の うち，白亜 紀 の 泥岩を基

　　盤 とす る層 が 主体 とな る釧路市東部か ら根室半

　　島に か け て の 太平洋沿岸地 域 。

　 2．2　 地 震被害

　地震に よ る被害は広範囲に 及 ん だ が ， 特に
一

部 震

度 6 と され る根室市 を中心 とする  ブ ロ ッ クの 東部

と震度 5か ら 6 と さ れ る別海町 ， 中標津町 ， 標津町

の   ブ ロ ッ ク で 多い 。

　 地 盤 の 変状 は 沢部や低地 に 埋 立 て 盛 土 を行 っ た 箇

所 に 大 規 模 に 発 生 し， 道路 や 住 宅 に 大 き な被害 を も
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た ら して い る 。

図
一1　 北海 道東 部 の 地 質

3．住宅造成 地

匿型泥岩

　被害 は ，根室，釧路管内を中心 に 19支庁管内61市町 村

に 及 ん で い る。人 的被害 は 重傷12人 ， 軽 傷 330人 ， 住 宅

被害 は，全壊 4 棟，半壊 43棟 な ど，2040 棟 に 及 び ，住

宅被 害の 84％が 根室管内に 集中 した。住宅 の 大部分 は 強

い 地震動 に よ る モ ル タ ル 壁 の 剥離 で あ る が ，戦後 10回に

わ た る地震 を経験 して い る道東 で も大 き な被害 を受 け て

い な か っ た中標 津町 で は，軟弱地 盤 上 の 造成盛土 崩壊が

写真
一1　 中標 津 町 造成 盛 土 の 崩壊

15

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文一2364

起 因 と な っ て 新 築住宅 に 変状 が 発生 し た （写 真一1参

照 ）。最 も被害 の 激 しか っ た 家屋 で 十 台 ご と 2m 以、　L も

移動 し，全体 が 傾 き，新聞記事 に よれ ば
「
地 盤 が ダ ッ ダ

ッ ダ ッ とす ご い 地 響 きが し て 地 面 と家 が 離れ そ の 隙間 に

落ちた 」 と住 人は その 瞬間を語 っ て い る。
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図一2 造 成 盛 土 崩壊平 面 図
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　 　 図一3　 造 成 盛 L崩 壊模 式断 面 図 （A − A 断 面）

　 図
一2，3は盛 十 崩壊 地 の 平面図 と模式断面図 で あ る。

　当該箇所 は 標津 川 の 後背湿地 部 と台 地 移 行 部 を造成 し

た盛．ヒで ， 図
一3に 示 す よ うに 片 切 片 盛 形 状 で ，盛土 端

部 は 地下水位 血 に 近 い た め 湿潤状態 に あ っ た と考えられ

る。盛一lt材 は 火 llrJY（質砂か ら な り，地 震 の 際 に 地 形 変 化

点 に よ る 地 震動 の 増大お よ び 盛 土 材 の 流動化 に より崩壊

し た もの で あ ろ う。

　 ま た，昨年 の 釧 路沖地 震 の 際 に 盛 土 の 崩壊 に より大 き

な被害 を受け た 芽沼別荘地
3）で は，今 回 もま た 同 じ箇所

が 被 災 した （口 絵写 真一 9）。今 回 の 被害 程 度 は 前回 よ

りは 多少 小 さ い と 思 わ れ る が ，わ ずか の 期間

に 2 度崩壊す る こ と と な っ た。

4．ライ フ ラ イ ン 関連施設

　4．1 上 水道お よ び 農 業 用 水

　水道 の 被害 は 根室市，別海町，中標津 町 な

どの 各地 で 発 生 し，約 15000戸 余 が 断 水 した。

特 に 根室市 で 9450 世帯，別海町 で 3700 世帯

が
一

時的に 断水 して い る。管の 被害 は 亀裂 ，

折 損，脱管が 主 で あ るが，占い 石 綿管 で は 折

損，塩化 ビ ニ
ー一

ル 管 で は 脱管 に よる もの が 多

か っ た よ うで あ り，農 業 用 水 も広 域 に わ た っ

て 変状 が 発生 した ，
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　 図一4に は 根 室市 と別海 町 に お け る 水 道本管 の 被災箇

所 を示す が ，比 較的地 盤 が 良好な 根 室市 は 主 に 市街地 で

被 災が 発 生 し ， 別海 町 で は 郊 外 の 軟 弱 地 盤 地 帯 お よ び 台

地 と低地 部の 地 形境界付近 で 多くの 水道管 が 被害 を受け

て い る （口 絵写真
一10）。

　4．2 下 水道

　
．
ド水道施設 の 被害 の 詳細は今後 の 調査結 果 を 待 た なけ

れ ば な ら な い が 一 lr標津町 で は 200箇所以上 の マ ン ホ
ー

ル が 浮上 か 陥没 し，汚水管 の 約 1 割 に あ た る 約7．3km

に被 害が 生 じた。標津 町 で は マ ン ホ
ー

ル の 浮 上 ，陥 没 等

で 12．7km に 被害が あ っ た 。マ ン ホ
ー

ル の 浮上量 は お お

む ね 10〜30cm で あ るが
， 中標 津 町 の 低 地 の 新期盛 七 造

成 地 で は 約90cm （口 絵写真
一11） の 浮上 りが 見 られ た 。

　
一

方，釧路沖地震 で マ ン ホ
ー

ル が 1m 以上浮上 した

こ と で 有名な 釧路 町 木場 地 で 今 回 は 20cm 程 度 の 浮 Lが

見 ら れ た 。

　 4．3　 ガ ス

　今 回の 地震に よ る被害 が 大 きか っ た 地域 で公共 ガ ス 施

設が あ るの は 釧路市の み で あ る。釧路市 で は今 回 も釧路

沖 地 震 と同 様震度 6 を記録 した が ，ガ ス 漏 れ 件数 は 8 件

で 釧路沖 地 震時 の 135件 に 比 べ て 極 め て 少 な く な っ て い

る 。
こ の 要 因 は 今回の 地 震 に よる揺れ が 長周期 で あ り，

　   最大加速度 が 約半分 で あ っ た こ と な ど地震動 の 大

　　 き さ の 差 異 と推定 さ れ る。

　  釧路沖地 震 で の 教訓 を生 か して 震度 5 を感知す る

　 　 とガ ス の 提 供 を 自動 的 に 遮 断 す る マ イ コ ン メーター

　　 の 導 人。

　   ガ ス 管 を鋼管 か ら弾 力性 の あ る ポ リエ チ レ ン 製 へ

　 　 交 換 し た。

こ と で あ る と 言わ れ て い る。

　 4．4　 電 力 施 設

　電力関連 で は，地震 に よ り主 に 変電 ・配電施設 に被害

が 生 じ， 道東地 方 を中心 に 約 46000戸 が 停 電 し た。

　発電設備 に 異常 は な く通常 ど お り運転 を継続 した が，

送電線 の 2 箇所 で 碍 子 折損が 発生 し，変電所 に お い て も

軽 微 な被 害 が 数 簡所 で 発 生 し た。

　配電施設 の 被害状況を表
一1に 示す。最 も被害 の 多か

っ た の は 変 圧 器 で ， 中標 津 町 な ど 道 東 地 方 を中 心 に

6200箇所余 りが 傾斜 した が ，落下 し た もの は なか っ た 。

　　　 表一1　 配 電 施 設 の 被 害状 況

被 霽の 状 況

支持物 変圧 器

支店 名

全
回

線
数

停
電
回

線
数

停 電

回線

率

〔％〕

全

需要家

戸　 数

（千戸 ）

停電

需要家

尸 　 数

（千 戸）

需要家

停電率

（％｝

折

婁
莠

傾

貸
蛬

倒

墾
萎

滅

圭
蛬

電 線

（条数 〉

落
下

晝

傾
斜

盃

旭 川 43530 ，7492 ．31 ．0002 一一 341 一 一 118 一 634

札幌 85210 ．11220 ．90 ．呂8O ．1 一 一 一 一 一 一 一

釧 路 3273410 ．4331 、828 、呂18 ．7191165 一 一 941 一 56m

室蘭 20421 ．o239 ．9o ．97o ．4 一 1 一 一 1 一 lD

函館 160 一． 240．0 一 一 一 一 一 一 一 一

合 計 1978402 ．02524 ，931 ，661 ．3191507 一 一 106  
一 6254

　 土 と基礎，43− 4 （447 ）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文一23S4

く 騨
．

軅

地　　　層 火 山 噴 出 物

記号　 名 称 記号　 　名　称
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更

新
世
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火山砕屑物
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K 砕雕 齷 物　 1Pl
火山砕屑物
際 下軽石，岩屑流，
軽石流，溶緒相など）

　 第四紀火山岩類V
　 （主として安山岩）

記号，塗色なし
新第三紀より古い

基盤岩類

● ：上水本管破裂箇所

根室

　 　 　 　 　 Me
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尺
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6

M ロ

M 。
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厚岸　 　 …
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　 P　　　　　　　　　　p

Mo＼
図一4 上 水 本 管破 裂 箇 所

また 電柱 の 折損 は 19基，傾 斜 は 150  基 で 発生 した。こ

の ほ か ， 配 電線 の 断線，混 線が 1000箇 所 で 発生 した。

　 こ れ ら の 被害 に よ D発 生 した 停電 は ，図
一5に 示 す と

お り21時間後 に は 全面 復 旧 した 。平成 5年釧路沖地震 と

被害 状 況 を比 較す る と電柱 の 傾斜 が 10倍以上多く，変圧

器 の 傾斜 は 逆 に 少な くな っ て お り，地震 の 継続時間，地

盤 の 状 態 （釧路沖の 際 に は 地 盤 は凍結 して い た）の 違 い

を反 映 した もの と 考え られ る。

　 4．5　 通 信 施 設

　道東地 域 に お い て は，通信 の 途絶，孤 立 は 発 生 しなか

っ た 。しか し，地震直後よ り回線 が 輻輳状態 とな り， 翌

朝 ま で 影響が 残 っ た が ，こ れ も短 時間 で 収 拾 した 。

　設備被害 と して は ，軽微な接部被害12件 の ほ か 光 ケ
ー

ブ ル が 2箇所 で 切 断 さ れ た 。 弟子屈
〜釧 路線 で は光 ケー

ブ ル の 地下 埋 設部 が 道路の 盛土 破壊 に 伴 い 骨路 ご と切断

され，根室標茶〜根室線 で は 架空光 ケープ ル が 民家の 集

合煙 突 の 倒 壊 に よ り切 断 した 。しか し，バ ッ クア ッ プ ル

ー
トを利用 す る こ と に よ り通信 へ の 影響 は なか っ た 。

　こ の ほ か ， 電 柱 の 倒 壊，傾 斜，沈 下 が 約 3000本，引

き込 み 線，保安器 の 被 害 が 14000 〜15000 件 （見込 み ）

で あ り，先 の 釧路沖地震を上 回 る被害 とな っ て い る。

Apri1，1995
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図一5 停 電 復 「日状 況

　 北 海道東方 180km 付近 を震源 地 と した 東方沖地震 は，

釧路 ・根室管内の 諸施 設 に 多大 な 爪 痕 を残 し た。特 に震

源 地 に 近 い 根室管内は 全体被害 の 60〜80％ が 集中 し，過

去の 地震 で は 比較的被害 の 少なか っ た こ れ らの 地域 で も

耐震に 対 して 再検 討 が 必 要 と判 断 さ れ た。平 成 5 年か ら

6年 の 短期間 に 3 度 の 震災に 見舞 わ れ た 北海道 は ，正 に

地 震 の 巣 で あ り， 改 め て そ の 対 策 に つ い て と り組 む必 要

性 を痛感 した、

　今 回の 地震 で特徴的なこ と は ， 釧路沖地震 同様 ， 台地

と 台地 に複雑 に 入 り組 ん だ 沢 地 形 との 境 界 付 近，ま た，
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造成地 に お い て は 低地 の 軟弱地盤，切盛境界等 に 被害 が

集 中した こ と で あ る。こ れ ら の 被 災経 験 は ， 今 後 の 対策

を考 え る上 で 貴重 な 資料 と して 活用 され て い くで あ ろ う。

　また ，近接す る色丹 島， 国後島な ど の 北方領 土 の 島々

に も壊滅的な被害 が 生 じて い るこ とは t 新聞等 の 報道 に

よ り知 ら され て い る が ， 被害 の 詳細 は 現在 の とこ ろ把握

で き て い ない 。今後 機会 が あ れ ば 報告 した い 。
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